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午前9時30分開議 

○議会事務局長（井上 美和君）  起立。礼。おはようございます。ご着席ください。 

○議長（松井 和行君）  配付の日程表により、直ちに本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（松井 和行君）  日程第１、一般質問を行います。通告順に許可いたします。 

通告３番、安武久美子議員。 

○議員（４番 安武 久美子君）  おはようございます。４番議員、安武です。 

本日は、高齢者や難聴者への窓口対応と緊急時や災害時などに意思疎通が難しい方への支援に

ついて質問をさせていただきます。 

今回質問をしようと思いましたきっかけなんですが、行きつけの喫茶店での雑談からでした。

その店には毎日ですね、１人のひとり暮らしの高齢のご婦人がランチに来られ、コーヒーを楽し

んだ後で図書館に寄って帰られるというルーティンがある、おしゃれを忘れない素敵な方だそう

です。ただ一つ、お耳が遠くなられて大声で会話しないと聞こえないので、遠慮がちになられて、

最近ではあまりしゃべられなくなられたとお店の方は心配してありました。補聴器のボリューム

を大きくすると、音が全部響いてしまって疲れるために使わなくなったそうです。その雑談から

数日後なんですけど、今回お話する軟骨伝導イヤホンの新聞記事を見つけまして、これ聞こえの

悪い方へは朗報で、窓口対応にうってつけではないかと思い調べ始めた次第です。 
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それでは、通告書の１番目を読ませていただきます。質問事項、高齢者、難聴者への窓口対応

改善についてご質問いたします。近年、高齢化が進み、聴覚に障がいをお持ちの方が増加してい

ます。新宮町においても、窓口での手続きや相談に訪れる高齢者や難聴者の方の割合は少なくな

いと思われます。このような状況の中、耳が聞こえづらい方との円滑なコミュニケーションを可

能にする「軟骨伝導イヤホン」が注目されています。このイヤホンは、外耳周辺の軟骨を振動さ

せることで、鼓膜に振動を伝えて音を伝えるため、周囲への音漏れが少なく、クリアな音声を届

けられます。既に全国の自治体や金融機関など、多くの窓口で導入が進み、コミュニケーション

や個人情報を取り扱うシーンにおいて、利用者と職員の双方から高い評価を得ています。 

そこで、新宮町においても、高齢者や難聴者の窓口利用の円滑化を図るため、次の２点につい

てお伺いいたします。 

１、高齢者や難聴者の方への窓口対応として、どのような工夫や配慮を現在行っていらっしゃ

いますでしょうか。２、「軟骨伝導イヤホン」導入検討の可能性と導入に向けたスケジュールや

課題について、町の見解をお伺いいたします。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  はい。おはようございます。それでは、ただいまの安武議員の１つ目の

ご質問にお答えをさせていただきます。 

安武議員が、ただいまご提案されました「軟骨伝導イヤホン」は、従来の「骨伝導イヤホン」

とは異なりまして、耳の穴を取り巻く軟骨へ直接振動を与えるという新しい仕組みのものである

とお聞きいたしております。このイヤホンは、イヤホン部に穴も凹凸もない球体のため、汚れて

も簡単に清掃できること。話し手側が大きな声を出す必要がなく、プライバシー保護に寄与する

ことなどから、新しいツールといたしまして、一部の自治体や金融機関などで試験的に導入がな

されていると聞き及んでおります。 

それでは、１番目の高齢者、難聴者の方への窓口対応における工夫や配慮について、ご回答い

たします。耳が聞こえづらい方がご来庁された場合、ご家族などの付添いの方が多く同伴されて

いるケースも数多くございます。ただ、お１人でご来庁になられた場合には、基本的に窓口の職

員は大きな声でゆっくりと説明するように心がけております。その対応で難しいなと感じたお客

様に対しましては、筆談やタブレットを活用した手話のほか、対面ではなく職員が横に移動いた

しまして、横に座って伺ったり、話し手の唇の動きで理解していただく口話など、来庁された方

に適した方法で現在対応を進めさせていただいております。 

最初は窓口で対応している場合でも、内容によっては周辺の方に声が聞こえたら差し障りのあ

る内容の場合は、相談室のほうに場所を変えさせていただいて、継続してお話をお聞きしている
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こともございます。また、窓口ではございませんが、町民の健康増進や高齢者見守りに関する連

携協定を締結いたしております明治安田生命保険相互会社から、先月、電話対応の際、難聴の方

が話す人の声を聞き取りやすくする装置、サウンドアーチという商品でございますが、その商品

をご寄贈いただいております。電話対応のコミュニケーション向上ツールといたしまして、その

対応が１番多いであろう健康福祉課、高齢者窓口で現在運用をいたしております。 

続きまして、２番目の「軟骨伝導イヤホン」導入検討の可能性と導入に向けたスケジュールや

課題についてでございます。他自治体で導入されている機種は、それほど高価なものではござい

ませんが、現時点では窓口専用の機種もそんなに多くはなく、選択肢が限られているようでござ

います。近隣でも導入されている自治体がありますので、その導入の効果やメリット、デメリッ

ト等を今後研究しますとともに、イヤホンに限らず、音声を文字に起こすアプリなどもございま

すので、そういったものも導入について検討をしてまいりたいと考えております。 

高齢者、難聴者など、耳の聞こえづらい方が安心して役場の窓口を訪れていただけますよう、

引き続き行政サービスの向上に今後努めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（松井 和行君）  安武議員。 

○議員（４番 安武 久美子君）  難聴者向けの公共インフラとして、先ほどタブレットを使用し

た手話通訳とおっしゃったのは、電話リレーサービスのことかなあと思ったんですが、そういう

ことがあることは存じていましたが、電話リレーサービスのことでよろしいんでしょうか。すみ

ません。 

その場合は、あらかじめ登録をしておく必要があったり、目の前にいる相手には、そのタブレ

ットを使った相手に、中に手話通訳の方がいらしてやりとりをするっていうのは、目の前にいる

相手には利用できないルールがあると聞いております。 

それで、あとサウンドアーチというのを寄贈されていると、初めて今お聞きしまして、こうい

ったものがどういった効果があるかとかいうのは、私のほうもまた今から勉強させていただきた

いと思います。やはり窓口にお見えになって１番やっぱり窓口対応で困ってらっしゃることは、

大声でしゃべらないと会話が成立しないっていうことで、大声で話すためにやっぱり個人のプラ

イバシーが周囲に丸聞こえになって困るとかですね。 

あとは、職員の方のお話を聞いていてよく聞こえてない、だけど、もうそのままに、分かった

ようなふりをなさってお帰りになる高齢者が実際に多いというお話を聞きました。これでは本当

に住民サービスがちゃんと行き届かないということになると思いますので、今回ご紹介させてい

ただくんですが、資料の０３の０２をご覧いただけますでしょうか。 

〔書画カメラの映像を投映する〕 
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○議員（４番 安武 久美子君）  音を聞く経路っていうのが３つありまして、左の図は通常の聞

こえ方で、耳の外の音が外耳道、鼓膜を通って蝸牛で聞こえます。これ普通ですね。私たちが聞

いているような。真ん中の骨伝導っていうのが、耳の付け根あたりの頭蓋骨に左右の耳付近の頭

蓋骨に強い振動を与えて、直接、蝸牛を揺らすことで聞こえるタイプの骨伝導でございます。だ

けど、これですと音の左右の差が出なくて、音漏れもやっぱり生じるそうです。 

１番右の図が、奈良県立大学、細井裕司学長が２００４年に発見された第３の軟骨伝導の方式

なんですね。図がちょっと小そうございますが、耳の中にイヤホンを入れるんではなくて、その

周りですね、ちょっと窪んだところに、さっき町長もおっしゃいました穴があいていない球体の

イヤホンをちょいと挟む。それだけで軟骨に振動が起こり、それでクリアな音が聞こえるという

ものでございます。 

それから、これの２枚目が窓口でのイメージ図ですね。２０２０年に製品化されて急速に全国

で導入が進んでおりますね。感染症対策でパーテーションがまだあったりとか、それからマスク

をしたりとか、そういった状態でも、この集音器を通して音が聞こえづらい方の利用者の方にク

リアな音が伝わるので、とてもこれは利用価値があるというふうに伺っております。 

それから、あとは先ほどおっしゃいました志免町や粕屋町でも導入をなさっているんですが、

窓口の応対時間がすごく短縮されて、事務効率も上がっているというお声を聞きました。今後、

高齢化社会、私もどんどん高齢化していますが、加齢性難聴者、年をとってくると耳が遠くなる。 

〔書画カメラの映像を中止する〕 

○議員（４番 安武 久美子君）  ありますよね。うちの母たちも、テレビなんかは映画館のよう

にボリュームを上げて聞いておりましたが、そういった加齢性難聴者が今後増えていくと思われ

ますので、どの窓口にも老眼鏡が３本設置してありますよね。あのように、聞こえの質がよい、

音漏れはしない、清潔に使えるなど性能がすぐれたこの「軟骨伝導イヤホン」は、一押しのツー

ルだと私は思いましたので、また価格も１台３万円程度と低価格ですので、これはぜひ早期に設

置して可能ではないかなあと思いました。 

いかがでしょうか。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  はい。お答えいたします。 

最初の答えの中でございました手話の関係は、電話リレーサービスというのか、サービスの名

称は私は分かりませんけれども、基本的には外国人対応の方に導入したものであって、数十か国

語に対応して何語か、その方に選んでいただいたら、回線でつながって、相手先でその言葉を話

せる方が出てこられて、その方とお客さんが会話されて、タブレットの先におられる方が日本語

で私たちに訳して説明していただくというものです。ですので、機械的じゃなくて、リアルな人
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がタブレットの向こうで、その方と対応されて、実際何に困っているんだとかいうことをきちん

と聞いていただいて、こういったサービスはないのか、申込みをどうやったらいいのかというの

をその方が日本語に翻訳されて職員に伝えるというサービスのものです。 

そのサービスの中に手話もありますので、手話を選んだら手話ができる方がタブレット向こう

に出てこられて、その方と直接お客さんがやりとりしていただくと。その会話の内容を職員のほ

うに伝えていただくという内容です。 

今ご質問された骨伝導のイヤホンですけれども、現実に役場の職員も物を現物を見ていいもん

だなというふうに思ったみたいですけども、いかんせん、その担当のほうに窓口の職員のほうに

聞いてみると、あんまりその必要性を感じていない。ということでございますので、とはいうも

のの、あればいいなというふうに思ってらっしゃるお客さんは、数多くいらっしゃるのかなとい

うふうにも考えますので、そこら辺ちょっともうちょっと様子を見て、導入の検討を考えたいな

というふうに考えております。 

また、種類がまだ１つしかないものですから、それにすぐ飛びつくのか、またあるいは、もう

ちょっと待ったら違う似たようなものも出てくるかと思いますので、そちらのほうを待つという

のも１つの考え方かなというふうに、現在は考えているところです。以上です。 

○議長（松井 和行君）  安武議員。 

○議員（４番 安武 久美子君）  はい。今の外国人対応で導入されたという、その手話サービス、

すごくいいですね。それは実際に新宮町でどれぐらい使用頻度というか、ありますでしょうか。

実際に使ってみられて、その感想なり何なりをちょっとお聞かせ願いたいんですが。分かりまし

たら。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  はい。私が健康福祉課におる頃に、たしか導入して、庁舎全体使えるよ

うに、今、総合窓口かどこかに置いております。それぞれの窓口に、どこの国の方が来られるか

分かりませんので、職員はそういったものがあるって知っていますので、そういった外国の方が

来られたら、そこにそのタブレットを取りに来て使うというふうな使用をしているんだと思いま

す。一時期は、健康福祉課の窓口によく外国の方が来られていましたので、その方がよく来庁の

際には使っておりました。いつ何どきですね、どこの国の方が来られるかというのは分かりませ

んので、そういったものを置いておけば、取りあえずは職員も内容をきちんと把握できますので、

そういった必要性から導入して、現在も使っているところです。以上です。 

○議長（松井 和行君）  安武議員。 

○議員（４番 安武 久美子君）  そういった機材を導入して設置してあるということが伝わりま

したので、住民の方も安心されると思います。どうぞ前向きにご検討をよろしくお願いいたしま
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す。 

次に、２つ目の質問をさせていただきます。緊急時や災害時における意思疎通困難者の支援拡

充についてお伺いいたします。近年、災害の規模が大きくなり、高齢化や多文化共生社会の進展

に伴い、言葉による意思疎通が困難な方々が増加しています。そこで、イラストを指して意思表

示ができる「コミュニケーション支援ボード」を、行政窓口や避難所などに配備することは、ス

ムーズな支援や住民の不安解消につながると考えます。 

そこで、次のことを伺います。「コミュニケーション支援ボード」の導入に関する町の見解は、

お教えください。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  はい。お答えいたします。 

障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律によりまして、行政機関には合理的配慮の

提供が義務づけられ、先ほどの回答のほか、点字を使用した案内文書などの対応を現在行ってい

るところでございます。安武議員がご提案で挙げられている「コミュニケーション支援ボード」

につきましては、イラストなど指を差して自分の意思を伝えることができるコミュニケーション

ツールの１つであり、福岡県が提供されております障がいのある人への合理的配慮ガイドブック

にも掲載をされております。 

行政窓口には障がいがある方だけではなく、高齢の方や外国の方など、様々な方が来庁されま

すので、会話や読み書きが難しい方とのコミュニケーションを図る上で、コミュニケーション支

援ボードは有効な手段であると考えております。自由にダウンロードできる素材もございますの

で、まずは健康福祉課の窓口に試験的に導入し、その後、全庁的な導入について健康福祉課での

検証結果を踏まえ、検討してまいりたいと思います。 

また、近年毎年のように、全国各地で地震や大雨をはじめとする自然災害が発生し、多くの方

が被災し、自宅を離れて避難生活を余儀なくされています。新宮町におきましても、これらの災

害に対して警戒や日頃からの備えを進めていく必要があると考えております。このような状況の

中、避難所を運営する上で、障がいのある方や外国の方など、文字や話し言葉によるコミュニケ

ーションが難しい方々も今後増加すると想定されますので、避難中にコミュニケーションを取る

１つの手段として、コミュニケーション支援ボードの導入は有効な手段であると考えております。

不安が募る避難生活の中、誰もが少しでも安心して生活できる避難所環境を整備することは行政

の責務であると考えておりますことから、今後、避難所にもコミュニケーション支援ボードを導

入し、活用してまいりたいと考えております。 

また、実際にこういった支援ボードを活用していく中で、新たな問題が生じました場合は、ま
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たその改善を図って随時検討を進めていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（松井 和行君）  安武議員。 

○議員（４番 安武 久美子君）  前向きに導入していただくということで、大変安心をいたしま

した。ちょっと資料を調べてまいりましたので、資料の０３０３をご覧ください。 

〔書画カメラの映像を投映する〕 

○議員（４番 安武 久美子君）  このボードは、さっき町長もおっしゃいました公益財団法人明

治安田こころの健康財団と結んだ健康に関する包括連携協定っていうのを活用して、自由にイラ

ストをダウンロードして作成できるものです。新宮町は、令和３年９月２１日に協定を締結して

おりますので、すぐにでもできるということで、これのトイレですとか、指差しをしていただく

っていうので、水が飲みたいとかですね。はい。見えますでしょうか。 

そのイラストを誘導して何が欲しいですか、みたいに聞きながら、お水ですかとか、そういう

ふうに誘導していくと、イラストを見て、指していただいて、意思を伝えることができるという

もので、これはやっぱり非常に分かりやすいなと思います。 

その次のページは、２ページ目、３ページ目は生活シーンで伝えたいこと、救急車に伝えたい

ことがイラストで書いてあります。駅の駅員さんがうろうろして困ってらっしゃる方に、コミュ

ニケーションボードを見せて、何がお困りですかって言ったら、トイレの場所を指されると、お

手洗はこちらですよと案内できる。合理的配慮ができるというものですよね。 

〔書画カメラの映像を中止する〕 

○議員（４番 安武 久美子君）  導入例を２、３紹介いたしますが、相模原市では高齢者用にイ

ラストを大きくしたり、感染疑い用として海外渡航歴などが確認できるよう、バージョンアップ

したボードを救急車に配備していらっしゃるそうです。通常の聞き取りよりも素早い対応ができ

ると好評だそうです。 

〔書画カメラの映像を投映する〕 

○議員（４番 安武 久美子君）  これの４ページ目ですかね。救急車用のイラストがありました

が、ここに書いてあるだけでも５か国語が表示してありますので、とても利用価値が高い。痛い

ところはどこですかっていう、体のマークを指すと、どこが痛いですかっていうのを言うと、お

なかとか頭とかね。そういうふうに指していただいて、迅速な対応ができるということでござい

ました。 

また、知的障がい者の方などが、災害時に避難所での意思疎通がスムーズにできるよう、指定

避難所全箇所に１２０ぐらいでしたか、この支援ボードを配布してあるそうです。紙ですから、

印刷してパウチをかければ、これも対応はすぐできるなと思いました。 
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〔書画カメラの映像を中止する〕 

○議員（４番 安武 久美子君）  長崎の雲仙市では、選挙時に投票所の役員へ手助けを求める投

票支援カードと、このコミュニケーション支援ボードを作成して、今回の１１月の衆議院選で初

めて導入しています。カードには、代筆をしてもらいたいとか、候補者の名前を読み上げてほし

いとかですね。具体的に受けたい支援内容を書く欄があって、事前に記入した上で役員に渡すこ

とでサポートが受けられるそうです。これも全投票窓口などに置いておけば、そういう障がいが

おありなので、もう投票には行かんどこうっていう方も投票に行っていただけるのではないかと

思います。和歌山市では、担当課に申請をすれば、外出時に持ち歩ける手帳型のマイコミュニケ

ーションカードというのを作ってらっしゃるそうで、３００以上のイラストからこれとこれとこ

れみたいに選んでもらって、作成して、町が交付をしています。町っていうか市ですね、が交付

をしています。 

新しいイラストは、随時ホームページにアップされるので、状況に応じてイラストを交換して

使用することができます。学生さんの時は、電車に乗って行ってたから、これをしてほしいみた

いなカードであったが、例えば就職をなさって、電車には乗らなくなったけど、レストランのあ

れが欲しいとか、その方の成長ですとか、生活パターンの変化によってマイコミュニケーション

カードを交換をしながら使用することができるので、障がいを持った方の自立支援に大変に役立

っていると伺いました。 

また今回、新宮町の障がい者支援ボランティアをなさっている方にお聞きしたご意見ですが、

障がい者に対する合理的配慮に関する法律が広く浸透するためには、まずは行政がお手本を見せ

ていただきたい。窓口は町の顔と言うべきところですので、窓口に来られた障がい者の方、どな

たにも一人一人対応できるように準備しておくことで、新宮町のイメージアップをしてくだされ

ば、町民として誇らしいですとおっしゃっていました。 

障がいのある人と職員が対話を重ね、ともに解決策を検討していくことが重要だと思います。

頼れる窓口を目指し、コミュニケーション支援ボードを導入していただくということでしたので、

よろしくお願いしたいと思います。 

何か作っていく上で、調べなくちゃいけないとか、こういうことが問題だということがありま

したらお聞かせください。どうでしょうか。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  はい。 

コミュニケーションボードを作ってやっていこうというふうには、今思っております。それを

話している段階で、１番困ったというか、職員と話していて出てきたのは、いろんなニーズに対

応するがあまりにボードがあまりにも膨大になって、今度それから探すのが時間がかかって大変
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じゃないのかというふうなことも意見が出ておりましたので、確かにそれはそれぞれの方のニー

ズを聞いて、それを加えていくとどんどんどんどんかさが増していくだけですので、そういった

ことがあるから、最初にまずは健康福祉課で試験的に導入して、実際どんなものが本当にコアな

ものとしているのかとかですね、サブ的にこんなものを別に用意しとったらいいねというふうな

のを、ある程度、新宮町の実態に合わせた形で出して、それから全庁的に広げていくことができ

たらなというふうに考えております。 

ですので、最初は全然物足りないものになろうかと思いますけれども、そういったものの積み

重ねで、新宮町に対応した独自のコミュニケーション支援ボードが完成していくかなというふう

に考えているところです。のっけから全部対応しようとすると、膨大な数になって、あるのか、

ないのかすら職員も分からないというふうな形になろうかと思いますので、そういうふうに少し

ずつ積み上げていければなというふうに考えています。 

以上です。 

○議長（松井 和行君）  安武議員。 

○議員（４番 安武 久美子君）  具体的に検討していただいて、とても心強く思います。 

この障害者差別解消法っていうのが２０２４年４月から改正され、行政機関や事業所などに対

して、障がいのある人への不当な差別的取扱いの禁止と合理的配慮の提供が努力義務だったもの

が、義務へと変更されています。この法律における、調べましたら障がい者の対象者は、障がい

者手帳を持っている人に限らず、年齢制限もありません。身体障がい、知的障がい、精神障がい、

発達障がいを含みます難病など、心身の機能障がいがあり、日常生活や社会生活の中で相当な制

限を受けている全ての人が対象となっておりました。 

つまり、多くの住民が対象になるわけで、社会全体でこの差別の禁止と合理的配慮が義務づけ

られたということになると思います。我々が、日頃の生活から相手の立場になって考えることが

重要だと感じました。合理的配慮ってちょっと難しい言葉ですが、合理的配慮の提供は、そうい

う手伝ってほしいという意思表示を受けた場合に、自分ができる範囲で手助けをするということ

で、過度なことはしなくてもよいというように書いてございましたが、この提供は、実際の窓口

なりなんなりの対応時には迷うことも多いと思います。 

そこで、合理的配慮について、役場窓口での実際の実例などを各課情報共有をされて、ロール

プレイリング研修などを行われると、職員さん全体の実践力が身につくのではないかなあと考え

ました。職員研修などで、実施を考えていらっしゃいますでしょうか。 

そこをちょっとお聞かせください。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  確実な記憶ではございませんけれども、障がい者の差別の解消を推進す
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る法律が施行されて、初めて合理的な配慮という考えが行政の中にも発生してきて、法施行ある

いは公布された段階で、その時は職員研修を行ったような記憶がございますが、それ以降やった

かどうかというのはちょっと定かじゃございませんので、今後、職員研修、数多くあるメニュー

の中の１つに加えて、毎年は無理かもしれませんけれども、数年に１回ほかのいろんな研修の回

す中で、その１つに加えていくことができればなというふうに思います。 

それから、この法律が最初施行されて、もう結構日にちも経ちますので、その合理的配慮の研

修を受けていない職員も多かろうと思いますから、その辺はちょっと優先的にやっていければな

というふうに思います。 

以上です。 

○議長（松井 和行君）  安武議員。 

○議員（４番 安武 久美子君）  ありがとうございます。最初にできたのは、すみません、２０

１６年か何かそのあたりでしたですね。 

ぜひ取組をなさって、住民の皆様が安心できる、優しくて頼れる町、新宮町になりますことを

願いまして、私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（松井 和行君）  通告４番、西健太郎議員。 

○議員（６番 西 健太郎君）  おはようございます。 

６番議員の西健太郎です。久々のちょっと一般質問で少し緊張しておりますが、どうぞよろし

くお願いいたします。 

本日はですね、本日はっていうか先般からのニュースとして米価が高い、高止まりしていると

いうようなニュースがございますけれども、そうしたご飯のお供、漬物のことについてちょっと

今日は質問させていただきたいと思って、漬物文化ですね、の継承について質問させていただき

たいと思います。 

漬物っていうのはどういうものかっていうのを、ちょっとざっと共通認識してもらいたいとい

うことで、インターネットで調べましたら、すごく参考になるウェブサイトが見つかりましたの

で、ちょっとそちらのほうをご紹介したいと思います。東京農業大学の名誉教授の小泉武夫さん

が監修されている「みんなの発酵ブレンド」というウェブサイトなんですけども、まず漬物って

何なのかっていうことなんですが、様々な食材を塩、醤油、みそ、酢、麹、米ぬか、酒粕などに

付け込むことで、豊かな風味と保存性を高めた食品のことであると。また発酵させた漬物には、

乳酸菌が含まれており、腸活にも取り入れやすい発酵食品であると。そういうことが基本として

あるということです。漬物自体は、日本のみならず世界中に存在するものでして、日本では奈良

時代の平城京後から、見つかった木管に瓜や青菜の塩漬けに関する記載があるということで、か
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なり古い。平安時代の日本の文献の延喜式には、塩漬け、醤油漬け、ぬか漬けなど漬物の作り方

についての詳しい記録が残っているということです。鎌倉時代から室町時代に茶の湯や香の文化

が発展すると、漬物が香の物と呼ばれるようになりまして、これは、お香の香りを楽しむ聞香と

いうものの際に、香りの強い漬物を口にして、嗅覚をリセットしたことに由来すると言われてお

ります。江戸時代初期には、江戸や京都、大阪に漬物専門店である香の物屋が誕生し大繁盛とな

ります。ぬか漬けの出現もこの頃で、繰り返し使える漬け床が漬物の一般家庭への普及に一役買

ったと。このように述べられているんですね。こうした漬物なんですけども、日本というのは世

界的に見ても圧倒的に漬け物の種類が豊富で、漬物大国と言われることが述べられておりまして、

何に漬けるかによって分類することができるし、漬ける時間によっても分類される。 

また何の食材を漬けるかによって、また細かく分けられるということで、先ほどちょっと若干

漬け方のところでも触れましたけど、種類としては塩漬けとか、ぬか漬けとか麹漬け、粕漬けな

どがございます。全国津々浦々に残る、その土地の気候や特産品を生かした漬物、同じ種類でも

地域や家庭によって味つけが異なるため、嗜好は人それぞれというようなものでして、元来、貯

蔵目的で始まった保存食であるからですね、雪に閉ざされ冬の農作物の確保に厳しい東北地方で

は、昔から漬物づくりが盛んであって、一方ですね、温暖な気候の九州地方でも風土に合った漬

物がございます。暑さによる腐敗を防ぐために古漬けにしたり、醤油や味噌、酒粕などの漬け床

でつくる漬物が多いということで、豚骨ラーメンとかに高菜漬けとかも、古漬けという形で熊本

が産地らしいんですけれども、そういう形で皆さんもお馴染みのものだと思います。 

漬物というのは、そういうものでして、やっぱり脇役ではあるんですけれども、馴染み深いと

いうか、そういう状況があるんですけれども、それが今ちょっと危機にあるというか、この漬物

文化を承継していくのが危機にあるというような状況にあるというので、今回ちょっと一般質問

をさせていただきます。 

通告の質問内容を述べさせていただきます。農家が作る漬物などの加工食品は、地域経済、農

業振興、食文化の承継に重要な役割を果たしています。新宮町においては、ひとまるの里やしん

ぐうマルシェなどで人気を博し、特定の生産者の加工食品を買い求める常連の消費者も存在して

いました。しかしながら、先の食品衛生法の改正により、原則として、全ての食品等事業者に一

般衛生管理に加え、ＨＡＣＣＰ、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法に沿った衛生

管理の実施が求められることとなりました。そのため、全国的に、生産者がＨＡＣＣＰ対応の設

備投資ができず、事業を断念せざるを得なくなったという声が聞かれています。新宮町の生産者

から直接話を伺ったところでも、同様の切実な声が寄せられました。 

そこで、次のことについて伺います。１、町内で食品衛生法の影響を受けている生産者の実態

は把握されていますか。２、生産者の撤退により、地域の食文化が失われつつある状況を危惧し
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ています。生産者がやる気を失う前に、漬物文化を次世代に伝えていくため、具体的な対策の必

要があると思いますが、見解はどうでしょうか。３、生産者が生産者組合などを設立し、共同で

ＨＡＣＣＰに適合する設備を整備したい場合、町として支援、補助金や低利融資を行うべきと考

えますが、見解はいかがでしょうか。 

以上、伺います。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  はい。お答えいたします。 

平成２４年８月に白菜の浅漬けを原因とする腸管出血性大腸菌Ｏ－１５７によります大規模な

食中毒事件が発生したことなどから、平成３０年６月に食品衛生法が改正され、令和３年６月に

施行されたところでございます。原則といたしまして、全ての食品事業者が、先ほど西議員申さ

れましたＨＡＣＣＰに沿った工程管理や実施状況の記録などの衛生管理が求められることとなり、

あわせて営業許可制度が見直しをされております。漬物の製造販売については、漬物製造業とし

て新たに許可が必要となり、施行日前から行われている営業に関しては、３か年の経過措置が設

けられており、本年５月末日でその期間が終了をいたしております。 

１番目の質問の実態の把握につきましては、町といたしまして特に実態調査などは行っており

ませんが、ひとまるの里では令和２年８月及び令和５年７月に、ひめ工房従業員や生産者の方に

お集まりいただきまして、食品衛生法の改正などについて研修会を開催いたしております。しか

しながら、漬物販売をされていらっしゃいました数名の生産者につきましては、その後も継続し

て販売しようという考えには至らなかったようでございます。 

２番目の漬物文化を次世代に継承するための対策につきましては、漬物に限らず、特に発酵食

品など手間暇かけて作り、体にも良いとされる食品づくりは受け継がれていくことが必要と考え

ております。例えば現在、町内に味噌づくり及び販売をされている団体がございますが、その味

噌を求められる方も一定数いらっしゃいます。こういった団体の活動は、ぜひ継続していただき

たいと考えておりますので、今後の活動状況について関係機関と注視してまいりたいと考えてお

ります。 

３番目の生産者団体などを設立した場合の施設設備に係る町の財政的支援についてでございま

すが、町といたしまして補助制度等を検討する場合、あわせて町の産業振興についても考える必

要があると考えております。漬物の販売の場合、本町では各家庭で個人的につくられたものをそ

の延長で販売していたケースが多かったと思われます。よって、家庭内での作業場を今から資金

を投入し、改造、改築などを実施し、漬物販売を継続しようと考えられる方はいらっしゃらなか

ったと思われます。なお、福岡県では今年度から漬物を製造する農林業者等の団体が、営業許可

を取得するために必要な施設整備や機械器具の購入に対して、助成を行う福岡県ふるさとの漬物
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づくり応援事業を実施されているようです。ＪＡなどからも周知されておりますので、必要に応

じてその制度の周知や活動に関しての相談などがございましたら、支援などを検討したいと考え

ております。 

また、個別の補助ではなく、町の施設としてひめ工房がございますので、ひとまるの里に出品

していらっしゃる皆様につきましては、そこを利用して漬物の販売を行うことも可能かと考えて

おりますので、ぜひ検討していただきたいと考えているところでございます。 

以上です。 

○議長（松井 和行君）  西議員。 

○議員（６番 西 健太郎君）  はい。 

実態のほうですけども、おそらくそうだろうなというような感じで、私もちょっとひとまるの

里のほうに問い合わせてみたら、もう農家の方がもう撤退されたというお話で、一部、町外の事

業者の方が出店している部分もあるんですけども、そちらも多分設備をしっかりされて、真空パ

ックとか、そういうような形でされているようなんですけども、そういう状態であります。 

あと、マルシェのほうですね。しんぐうマルシェのほうでも、３件ほど以前は出店されていた

ということなんですが、やはりちょっと食品衛生法の改正以降は、もう取りやめられているとい

う、そういうような状況でした。漬物をやっぱり発酵食品もそうなんですが、漬けるっていうこ

とっていうのはやっぱりコツであるとか、あんばいというのが重要であると思いますし、何より

人が寄って、寄り集まって漬物をつけるっていう機会ですね、そういうのはそういう技能を承継

していく大切な場でもあると思います。 

梅干しとか、らっきょう漬けとかありますけども、それなんかはもう年に１回漬けるっていう

ような形で、３０年だったら３０回漬けられるっていうような形になってきますし、こうした文

化として、食文化を守るっていうことは単に内輪で承継されるだけでなくて、やっぱりその何が

しか地域に出すことで、循環経済にのるというか、そういうことをすれば、そうした恵みという

か恩恵を一般の消費者も受けることができると思いますし、やっぱりその生産者にとっても、や

りがい、張り合いにつながってきて、元気、生き生きと暮らすような、元気の源になると思うん

ですよね。だから、ＨＡＣＣＰの対応の設備投資ができなくて、その事業をやれなくなったって

いう農家の方からも、一部ですけども、単独で漬物を確保するんではなく、共同でやっていった

らいいんじゃないかなと思うというような声もありまして、その時ちょっと雑談で話して、しっ

かり調査したわけじゃないんですけども、その例として挙がったのが糸島の伊都菜彩という道の

駅ですかね。生産者、農産物直売所ですね。そちらのほうで漬物組合みたいのをやっているって

いうような話とか伺っていますので、やっぱりそうしたまずそういう個でやるっていうのは、な

かなかちょっと難しいと思うんです。個々の農家さんに単独で設備を改修してくださいとかって
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いうのを出すのは難しいと思うし、あと、しんぐうマルシェやひとまるの里に漬物を出店してい

た農家さんが、実際そこまでしてやるのかどうなのかというのは、個々の方々がどう考えていら

っしゃるのかというのは、ちょっと本当に分からないところがあると思うんで、まずは町として

応援したいと、やる気のある方々を応援したいと。でしたら、ちょっとまだそういう事業を続け

られませんかというような形で、漬物生産を行なえるかどうかという意向調査をされたらどうか

なと思うんです。多分やりたいけど、やれないなというふうな形でいる方々に積極的にやってく

ださいよっていうような形で言うだけじゃなくて、町もやりますからっていう部分がないと、な

かなか難しいんじゃないかなと僕自身は考えているので、そうした意味も含めて、ちょっと事業

承継ですけども新たな創業みたいな形で、ちょっと声かけとか、声掛けというか意向調査ですね。

されたらどうかと思うんですけど、その点はいかがでしょうか。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  はい。 

今の西議員のご質問の中、町もやりますからという中身が、何を町がやることを西議員が期待

していらっしゃるのか、私ちょっと分かりかねますけれども、町から直接というのではなく、ひ

とまるの里を経由して、そういったお声掛けをさせてもらうのは全然できることであろうという

ふうに思いますので、私もできるだけ、ひとまるの里でこれまで売られていた漬物は継続して売

っていただきたいなというふうには考えておりますので、そういったお声掛けは可能です。 

また、そういったことで作ってみようやというふうに思われれば、これにこしたことはないと

いうふうに考えております。ただ、これまでのひとまるの里で個々人で販売されていた漬物の販

売の多分実態は、ご自分で作られていた野菜がちょっと多くでき過ぎて余ったので、漬物にしよ

うとかですね、特に漬物をつけるためにどっかから野菜を買ってこられて、それを漬けていると

いうところまではされていないんじゃないのかなというふうにも思いますので、継続していただ

くに越したことはないけれども、その仕入れですよね、逆に言えば。そこがどうなるのかなとい

うふうには、ちょっと継続的にするのは難しいかなというところもございます。 

ただ、本質的には続けていただければというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（松井 和行君）  西議員。 

○議員（６番 西 健太郎君）  今、町長から野菜が余ったから作っているというような話も、例

えばですけど、例えば大根とかを例に挙げると、普通の大根というのは太い大根なんですけど、

漬物用の大根っていうのは細い、ちょっと漬物用の大根なんですね。で、実際その漬物が作られ

なくなったために、そういう細い大根用の種が流通しなくなったっていう、そういうことがある

んです。だから、余ったっていうよりも、やっぱり漬物を作ろうっていう意思でもって作ってい
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て、それはやっぱりおそらく皆さん、生きがいっていうか、張り合い、先ほども言いましたけど、

そういうような形で地域に還元するっていう、出すことでちょっと元気になるっていうか、そう

いうようなことになっていると思うんですよね。単に余っているだけじゃなくて、やっぱり意思

を持って漬物を作るっていうのはされているとは思うんです。 

あと、先ほどの支援の話ですけども、町の支援としてしてくださいというような話。先ほど資

金面の話だけ私しましたけど、支援の内容というのは、考えられるのは人、物、場所、情報って

いうのが考えられると思うんです。さっき町長がおっしゃったように、福岡県の支援のそういう

メニューですとか、そういうのはやっぱりなかなかそれを自分から探して見つけるというのは大

変ですし、そこまでやっぱり考えが至らない方、多いと思うんですよね。 

実質、農家の方がそこまでされるかというと、やっぱり難しい面もあるかなと思いますので、

だから、そうした面での多面的な、単に金を出しゃいいという話じゃなくて、言い古された言葉

ですけども、住民に寄り添って相手の立場に立ってっていうような形で、親身に相談に乗るとい

うことがまず第１だと思うので、多分、僕がやっぱり行政に求めるのは、そういう町民の方々が

やりたいけどやれないというような状況になっていて困っているけど、行政は真剣に向き合って

相談に乗ってくれたっていうのがあれば、またそれはそれで違ったこともあるし、また違った何

か種が撒かれるんじゃないかなと思いますので、そういう部分とか、あと人の面ですよね。人の

面では、農家の方々が僕自身が考えるのはやっぱり一緒、何らかのそのままグループをつくって

されるのが１番いいと思っているんです。そこにやっぱりイノベーションを起こすのは、こうい

うことが言われた。よそ者、若者、ばか者っていう言い方があるんですけど、そうした人たちを

つなぐっていうのは、やっぱり行政がね、ネットワークがありますから、そういうところで何か

きっかけになるっていうか、そういうものがあると思うので、そういうことができないかなと思

うんですけど、その点はいかがでしょうか。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  西議員が思ってらっしゃるレベルまで達するかどうか分かりませんけれ

ども、できると思っております。 

○議長（松井 和行君）  西議員。 

○議員（６番 西 健太郎君）  はい。ありがとうございます。 

農家の支援をするっていうだけじゃなくて、町が積極的に関わることで、例えばパッケージの

デザインで高校、大学との連携とか、あるいは学校給食とかですね、例えばうまく米飯とかがあ

りますから採用するとか、将来的にですよ。そういうことができるとか、あるいは地域食堂なん

かで提供されるとか、そういう今いろんな展開が考えられると思うので、まずやっぱりそういう

ものができたらいいなっていうのは、僕自身の思いなんですけども、それはやっぱり町民の皆さ
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んがどう考えるかっていうことを一緒になって考えていけたらいいなというふうに思います。そ

うした漬物文化の人が寄るという特性を生かして、にぎわいのあるまちづくりにつなげていけば

いいかなと思うんですけども、その点はどうでしょう。 

○議長（松井 和行君）  教育長。 

○教育長（小川 隆弘君）  すみません。 

学校給食の件が出されておりましたけど、学校給食としては、年間１人５グラム程度の塩分と

いうところの提供を今しているところで、それをちょっと福神漬けにしたら年間２回ぐらいの漬

物の提供ということで、栄養教諭に確認したところ、そういったところで学校給食に漬物をこう

して導入していくというのは、なかなか難しい部分とあと県の塩分制限とか、そういった健康状

態の部分が今、厳しく言われているので、そういうことでなかなか難しいところじゃないかなと

思います。ちょっと別の部分からですね、事業として営業としてということとは別に、このご質

問の漬物文化を次世代に継承するというところであれば、例えば学校でやっておる先日、新宮小

学校が一応農家の苗栽培に体験させてもらったりとか、相島小学校が魚の捌き方を漁師の方から

教えてもらったりとか、また立花小学校では田植え、稲刈りと、そういったところの地域に根ざ

した活動をやっておりますので、どこかの学校が漬物の漬け方を総合的な学習の中で何か勉強し

たいというところだったら、そういった継承していく形にはなるかと思うものの、実は私も体の

半分は漬物でできたぐらい、ずっと食べ続けて非常に好きなんですけども、私が６５日って漬物

を漬けきれないっていうかですね。ということは、もう多くの世代にそういった漬物を漬ける技

術とか、そういうのが語り継がれていないところもあるので、ある意味そのいろんな子どもたち

に限らず、そういった漬け方とかをそういう漬物の専門の方が、例えば講座を開いていただいた

りとか、西議員が継承する講座を企画していただいたりしたら、この継承にはつながっていくの

かなというふうに、すみません、個人的に感じてお聞きしておりました。 

以上でございます。 

○議長（松井 和行君）  西議員。 

○議員（６番 西 健太郎君）  すみません。通告していないのに、回答ありがとうございます。 

そうですね、本来の趣旨として、私もやっぱり漬物文化っていうのが、やっぱり日本の誇る発

酵文化であるというのが１番で、それがやっぱり途切れるのはもったいないなと思っていて、や

っぱり地域の方々がやっぱり続けていくには、いろんな形での支援とか、そういうのがちょっと

形を変えながら続けていく必要があるかなという、ちょっと思いから、やっぱり質問している部

分があって、ある意味ちょっと言い過ぎた面もあるかと思うんですけども、町長自身としてはや

っぱり今後、漬物文化を中心とした発酵文化をまちづくりに生かしていくっていうような形、ま

ちづくりって言っていいのかどうか分からないんですけど、支援するということは、結局その支
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援することで、いろんな方々が発酵文化、漬物文化に触れることができるということを通して、

町を元気にして、町もやっぱり町を元気にしていくということだと思うんです。 

人が元気になって町が元気になるという、こうした方向性について、考えはお持ちであると理

解してよろしいんでしょうか。 

○議長（松井 和行君）  町長。 

○町長（桐島 光昭君）  はい。 

まちづくり云々は別といたしましても、日本、昔から伝わっている漬物文化というのは、守っ

ていけたらなというふうに思います。 

別に漬物だけではなくて、漬物も先ほど西議員おっしゃっていました、ぬか漬けと床漬けとか

も昔は各家庭にあったものであろうし、また魚についても、魚１匹を魚屋さんから買ってきて、

家で捌いていたのも昭和の時代までは普通に行われていたことであることが、今もう各家庭、お

魚を捌ける家庭がなかなか少なくなって、もうスーパーで魚１尾そのまんま買っていく人なんて、

めったにないというふうなことを聞いていますので、そういったことも失われつつある文化なの

かなというふうに考えております。 

その中の１つが漬物でもあろうかと思いますので、先ほど教育長も申しましたように、ただた

だ業として売るのを残すのではなく、食育、食生活をつなぐ、次の世代につなぐという意味で、

漬物の作り方の講演会というか、講習会とか、そういったものもできるならできればいいかなと

いうふうに考えているところです。 

以上です。 

○議長（松井 和行君）  西議員。 

○議員（６番 西 健太郎君）  はい。 

この文化を後の次世代につないでいって、やっぱり良いものを残していきたいなというふうに

思います。本日はどうもありがとうございました。 

以上で、質問を終わります。 

○議長（松井 和行君）  以上で、一般質問を終わります。お諮りいたします。 

本会議の会議中、誤読などによる字句、数字等の整理訂正につきましては、会議規則第４４条

の規定により、議長に委任していただきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松井 和行君）  ご異議なしと認めます。よって、誤読などによる字句、数字の整理訂正

は、議長に委任していただくことに決定いたしました。 

これをもちまして、本日の日程を終了し、散会いたします。お疲れさまでした。 

午前10時33分散会 


